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３．重量物運搬

３．重量物運搬 （１）米袋の運搬 ① １１５

米の保管庫に３０ｋｇの米袋を入れるため、米袋を持ち上げたとき腰に負担をか

けてヘルニアを起こした。 （平成24年10月 午後3時半頃、男性・64歳

事故の概況

秋作業が終わり、作業所内の米の保管庫の清掃時、保管庫に積んである前年産の米袋12

袋を外に出し、清掃後保管庫にコメ袋を戻していた。外に出した米袋を戻しはじめ、一番

下の米袋を持ち上げたとき、腰に激痛が走り立ち上がることができなくなった。

従業員の手をかりて自宅に移動し、布団の中で休んだ。これまでは時間が経てば痛みが

和らいでくるので、今回も家で休んでいた。ところが、痛みは治まらず救急車で総合病院

を受診、ヘルニアと診断され、8日後に手術を行った。手術12日後に退院し自宅で静養し

ていた。退院後、脚のつま先の感覚が悪く、杖なしでは歩けない状況で約半年後、別の病

院で再手術を行った。

事故原因と対策

20年ほど前にぎっくり腰になり、それ以降、時々腰痛が起き、その都度痛め止めの注射

をしてもらっていた。今回も作業はゆっくり注意しながら行っていた。特に重い物の移動

は、腰を痛めるので、フォークリフトや｢玄米キャッチャー｣等の機械で作業をしていた。

しかし、保管庫の米の出し入れは機械を使えず、12袋と少ないこともあり、この程度な

ら自分で簡単にできると思っ

た。一番最後の一番下の米袋

を、前かがみで、腰に負担が

かかった。膝を曲げ、膝を伸

ばしながら米袋を持ち上げれ

ば腰への負担が少なくなる

が、この作業を行っていたと

きは注意しないで、米袋を持

ち上げようとした。
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３．重量物運搬 （１）米袋の運搬 ② １１６

米袋運搬中、30kgの米袋をパレットに積んでいるとき、荷崩れしそうになり、左手

で支えたとき左親指の関節を受傷。 （平成23年10月 午後2時頃、男性・48歳）

事故の概況

仕事は、父の代から近郷近在の屑米を集荷している。毎年、8月20日頃から10月一杯、

個人宅や営農組合の屑米を集荷する。朝４時頃から、遅い時は夜の８時頃まで集荷する。

一日に多いときで10～30ｔの集荷。紙袋で100～200袋を基本的には台車と手で4t車、10

t車に積み込む。また訪問する家は、20～30カ所。30ｋｇの米袋を積むとき袋を抱えると

き、どうしても手の指に力が入る。疲れると指をもむようにしていた。個人の家の袋は問

題が少ないが、営農組合の袋は籾摺り時の埃が袋の表面を覆っていて滑りやすい。特に隣

りの県の紙袋は一般的に滑りやすく持ちにくい。

前年の春、残っていた米の

運搬中、右手親指が脱臼した

ように突然腱が切れ、手術を

したことがあった。「使いす

ぎで、もっとゆっくり作業す

るように」と言われたが、そ

れでは仕事にならない。

今回も、同様に左手の親指

の腱が切れたか、伸びたよう

な状態に感じたが、とにかく

秋作業が終わる10月末まで我

慢して、だましだまし作業を

した。秋作業が終わってから、

受診。やはり前回と同じような症状であったが、まだ切れておらず、手術をして、伸びた

腱を手首の上部に結びつけるような手術をした。

現在、両手の親指とも、腱を手首の骨に縛り付けたような状態にしているので、手のひ

らを完全に広げた形にはできない。左拇指ＣＭ関節靭帯断裂、左拇指CM関節症。

事故原因と対策

現在、米の運搬時は滑り止めのあるウレタンに手袋をしている。

靴は、安全靴を履けばいいのかもしれないが、重いので、スニー

カーを履いている。服は普通の作業服、帽子はした事がない。ま

た、ベルトコンベアなどは息子など手伝いのいる時には使うこと

もあるが、基本的には、素手でストッパー付きの台車に乗せ、さ

らに車の荷台に仮置きし、さらに荷台に上って、袋を積み上げる。

また、袋を持ち上げるときは、一旦膝に置くようにして、その後腹に乗せて全身で抱え、

脚を使って、持ち上げるようにしている。今のところ、腰痛は経験していない。

「やった～」と思った時、以前にも親指の付け根辺りの腱を断裂した時
と同じ感じがしたが、10月末まで約10日間、だましだまし作業を行い、
その後受診。腱が伸びていて、その腱を繋ぐような手術を行った。

滑りにくいウレタン製手袋
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３．重量物運搬 （２）苗箱の運搬 １１７

苗箱を法面に並べていて、滑り右下腿骨複雑骨折。

（平成25年5月 7時半頃、女性・53歳）

事故の概況

朝６時頃より、夫が田植えのため、道路に苗箱を下ろしておいてあった。田と道路の落

差は約３ｍ、法面の長さ約６ｍ、斜度約30°。田植え時に苗が取りやすいように法面に、

苗箱を運び順次、田んぼの畦近くに並べるていた。横に約10枚くらい下から並べていた。

天気は良かったが朝露があり、滑りやすかった。注意深く、降りながら並べているつも

りだったが、最初一度滑って尻餅をついた。また立ち上がり、作業を続けていて、途中下

の田の面から約1.5ｍの高さのところから、苗箱を持ったまま、足を滑らせ一気に転落し

た。田植え初日の事故であった。

受傷後、足はぶらぶら状態。近くの総合病院に夫に送ってもらう。右下腿骨複雑骨折。

入院は約１ヵ月。現在は特に問題はない。

事故原因と対策

いつもは昼から田植えをしている田んぼであったが、色々作業が詰まっており、当該の

田んぼから田植えをしていた。朝露で滑りやすいところを普通の長靴で運搬していた。苗

箱は約5kg程度は

あり、また法面

も長く、小段も

無く、ほとんど

防護的処置もな

い状態での運搬

であり、階段な

どの設置が事前

に必要と考えら

れた。
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３．重量物運搬 （３）肥料の運搬 １１８

クレーンで持ち上げた肥料入りフレコンバッグが胸部に当たり、トラックの荷台

から転落、鎖骨脱臼、肩靭帯断裂。 （平成24年5月 午後8時40分頃、男性・50歳）

事故の概況

飼料畑でデントコーンの播種作業を行っていたが、播種機の調子が悪く、修理に時間を

要し日が暮れ、さらに翌日から降雨予報が出ていたので、夕方の搾乳作業後再び播種作業

を続けた。播種機の横に4tトラックを止め、積んでいた500kgの化成肥料を入れたフレコ

ンバッグをトラックのクレーンのフックにフレコンバッグの紐をかけた。トラクターやト

ラックの作業灯を点灯していたが、クレーンのワイヤが斜めになっているのに気づかず、

そのままフックを巻き上げた。その時バッグが振れ体にぶつかり、そのまま突き出される

ように荷台から1ｍ、アオリ上端から1.4ｍ下のほ場に転落した。

携帯で自宅に連絡を取り、迎えを待っている間に 酪農センターに搾乳作業のヘルパー

の手配と仲間の酪農家に残りの播種作業を依頼した。日曜日の夜間だったので、翌日、受

診、即日手術。２週間で退院、安静との指示だったが、仕事が忙しくツナギを脱ぐ時に再

発し、再手術を受け治療期間も倍になった。現在は完治。左肩靱帯断裂、左鎖骨脱臼。

事故原因と対策

明るいうちに作業を終わらせたかったが、機械の故障で作業が進まず、夜間作業になり

焦っていた。後日、仲間の酪農家により、無事に播種作業は終了しており、結果的に無理

する必要はなかった。また、前日も夜10時まで作業をしており疲れていた。

また、残り作業が50a程だったので、播種機に肥料を入れすぎないように、補給分量を

気にしていて、注意がそちらにいっていて逃げ遅れた。

なお、小型移動式クレーンをトラックに後付けして作業に用いて２年目であり、ラジコ

ン操作や操作時の立ち位置に慣れていなかった。また、フレコンバッグを吊り上げる際に、

ワイヤの角度を確認しなかった。事故後、播種作業時はヘルパーを雇うことにし、自分は

播種に専念してするようにした。

クレーンでバックを吊り上げた時、バッ
クに突き出されて、トラックから転落

バックを吊り上げた時、ワイヤーが斜めになっていて、
バックが本人に向かってきた。アオリの端に立ってい
たため逃げ場なく、突き出されてトラックから転落。
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３．重量物運搬 （４）農機の運搬 １１９

苗を運ぶ台車にトラクターのロータリーを乗せようとして、左手親指切創、圧迫。

（平成23年5月 7時頃、男性・51歳）

事故の概況

手作りでの苗箱運搬用の台車を作った。縦130cm、横70cm、高さ38cm、キャスターの直

径20cmである。この台車に板を敷いてトラクターのロータリーを乗せようとして左親指を

挟んだか、潰した。事故後２年が経過し、一体どこにぶつけたか、潰したか、ご本人自身

も良く覚えていないとのこと。

受傷後、自分で車を運転して約10分の近医を受診。１～２針縫った。その後通院３回。

現在、特に不都合はない。

事故原因と対策

ロータリーをどのように乗せようとしたか、判然とせず、どのような体勢で手を潰した

かよく分からなかった。ただ、とにかく重量のあるロータリーを無理に乗せようとしたも

ののようである。
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３．重量物運搬 （５）野菜コンテナの運搬 １２０

レタスの入ったコンテナを運搬中、ブリッジに足をかけそびれ２ｍ下の水路に転

落、左肋骨骨折・左膝打撲。 （平成21年4月 10時頃、男性・52歳）

事故の概況

レタス圃場で、収穫作業を夫婦で行っていた。収穫したレタスをコンテナに入れ、農道

に停めた軽トラックに積込むために、圃場と農道に渡したブリッジを渡ろうとしたが、足

を踏みはずし２ｍ下の水路に転落、水路の土手で胸部等を強打。落下の瞬間コンテナは手

放した。

転落時、今までにない痛みを感じた。自力で圃場まで這い上がった。一緒に作業をして

いた奥さんを呼ぼうとしたが、息苦しさと痛みで声が出ず、奥さんがレタスを収穫して戻

って来るまでうずくまって待っていた。約20分後、やっと気づいてもらえた。

奥さんが病院へ搬送、左肋骨を骨折、左膝打撲、通院3日、休業36日。

事故原因と対策

一度にできるだけ多くコ

ンテナを運ぶため３段重ね

にしたため前方が見えず、

足でさぐりながらブリッジ

に足をかけていた。また、

翌日が雨との予報で、早く

済ませたいとの焦りがあっ

た。環境的には、圃場の境

界ギリギリまでレタスを栽

培していて、水路を渡るし

かない環境にあった。

その後、栽培面積を減らし、

軽トラックを圃場内へ乗入れ

るようにし、ブリッジ(水路)

を渡る作業自体をなくした。

また、収穫用台車にレタスを

載せたまま軽トラックまで運

搬するようにした。さらに、

いかなる時もコンテナは２つ

しか持たないようにした。

 

収穫用台車

ブリッジ

用水路用水路

事故当時 改善後
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３．重量物運搬 （６）農薬タンクの移動 １２１

水田防除後，薬液タンクの水を抜こうと、タンクを持ち上げようとしてトラックの

荷台から転落し，後頭部を強打。 （平成23年8月 11時40分頃、男性・60歳）

事故の概況

朝6時から自宅の水田のカメムシの防除をし，朝食後，1tトラックの荷台にタンクと動

力噴霧器を積んで別の家の防除に行った。作業後，自宅庭に戻りタンクに残った水を抜く

ために，下に木を挟もうとしてタンクの片側を素手で持ち上げたが，タンクの取っ手にか

けた手が滑り，70cmの荷台から真後ろに倒れ，アスファルト路面に落ちて頭を強打。

転落直後は，一瞬意識が飛んだすぐに戻ったので，10分ほど休んでから昼食をとり、午

後１時半頃，息子の運転で救急外来を受診。外傷を2針縫合，右肩，右肘は打撲があり湿

布。一週間後の診察で、異常なし、完治と言われた。

ところが、3カ月後に意識障害が発生し，親族の付き添いで総合病院の救急外来を受診。

診察を待つ間に意識消失、慢性硬膜下血腫の診断により左頭側部より血を抜いた。入院1

週間、通院6日間。

事故原因と対策

1tトラックの荷台ぎりぎりの大きさのタンクで、荷台での足場はほとんどない場所で、

思いっきり力を入れ、手が滑ってはずみを食らって、荷台から転倒した。タンクの残液の

重量は不明であるが、てこを使うなどの方法で、力がいらない工夫が必要であった。

今は、荷台

がぬれても気

にせず，タン

クはなるべく

持ち上げない

ようにし、事

故後は2t車に

変更したので，

荷台は少し広

くなった。

800Lの薬液タンク。トラックの荷台で、残液を抜くため、向こう側の底
に木を差し込もうと、手でタンクを持ち上げようとして、滑り、トラックか
ら後ろ向きに転落、頭部強打。タンクの大きさは荷台ギリギリで、足
場がほとんどなかった。３か月後、慢性硬膜下出血にて、血を抜く。
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３．重量物運搬 （７）土の移動 ① １２２

土をスコップで軽トラックに乗せるとき、通行人の呼びかけに振り向きざま右肩を

痛めた。 （平成24年12月 午後3時頃、男性・76歳）

事故の概況

借用していた100坪の畑を返却することになり、冬越しの野菜などを自宅横の空き地に

移そうとした。ところがその土地は石ころだらけ。そこで、石を拾い出し、借用していた

畑の土を自宅横の畑に軽トラックで運ぶことにした。

軽トラックを畑にバックで入れたため斜めになり、荷台が少し高かく、土をスコップで

放り上げていた。たまたま近所の人が後ろから話しかけてきてたので、振り向いた時、ス

コップの土を前に投げだす不自然な姿勢になり、右上腕二頭筋腱部分が痛くなった。

大丈夫と思い、3日ほど様子を見ていた。その後、痛みが増悪し、近くの接骨院を受診、

レントゲンを撮る必要があると言われ病院を受診、骨折はなかった。痛み止め注射をして

もらったが、5日後位には痛みがぶり返した。その後、様々な医療機関を受診したが、す

っきりせず、最近ようやく軽快に向かっていると感じている。

事故原因と対策

こんな簡単なこと

で、肩を痛めてしま

うのかと思ったとの

こと。持ち上げた土

の量は約2kgぐらい、

スコップの重さを含

めても4kg以下。そ

の重さだけが問題で

はなく、突然、後か

ら話しかけられ、体

をよじって不自然な

姿勢となったことが

原因とご本人は考え

ておられる。

こんにち
は～

畑の土をトラックに放り投げようとした時、後ろから話しかけら
れ、振り向きざま、不自然な姿勢になり、右上腕筋・腱挫傷。
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３．重量物運搬 （７）土の移動 ② １２３

ハコンバインやトラクターの泥落としをしていて、箕に入れた土を20回ぐらい運ん

だときに、腰がぎくっとなって動けなくなった。（平成25年9月 11時頃、男性・30歳）

事故の概況

現在、稲15ha、転作10haを行っている。８月中に稲刈りを行い、当日朝8時からコンバ

インのキャタビラの土、トラクターのロータリーの土落としを作業機倉庫のコンクリート

床で行っていた。機械についた土を掻き落とし、高圧洗浄機で泥を洗い落とした。落とし

た水混じりの土を、角スコを使い、ポリの箕にいれて、18ｍ先の田んぼに捨てていた。箕

の土の重さは約15kg、20回くらい往復し、そろそろ終わりそうになった頃、箕を持ち上げ

た瞬間、腰がぎくっとなり動けなくなった。

そのまま、なんとか家に戻り、横になっていた。夜も痛みで眠れず、トイレも這ってい

った。翌朝も痛みは続き、病

院を受診、ＣＴでは特に異常

がなかった。殿部に注射・お

そらく痛み止めと、座薬のボ

ルタレンをもらった。その後

も痛みが続き、４日目に少し

動け、立って歩けるようにな

ったのは１週間後であった。

親のコルセットを日中してい

た。

事故原因と対策

腰痛症が発症したのは今回

が初めて、また日常的に

は腕立て伏せや腹筋等を

している。

なお、ロータリーやコ

ンバインのキャタビラな

ど車体や作業機の下にこ

びりついた土を落とす事

が多いが、極めて土を除

去しにくい構造が一般的

である。例えば、作業機

のカバーが開閉するなど

土落としが楽になるよう

な構造的な工夫がないも

のだろうか。

水混じりの土を、プラスチック製の箕に入れ、このような姿勢
で持ち上げ、約１８ｍ離れた畑まで捨てに行っていた。重さ
はおそらく15～20kg。２０回目くらいの時に腰がギクッと来た。

農機から落とした泥

②

①

①から②の約１８ｍの間を箕に土を入れて、人力で泥を捨てていた
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３．重量物運搬 （８）水の運搬 １２４

ハウス内の野菜ものに水やりのためジョウロで水を運搬中、土手の法面で転倒、

右手首挫傷、筋断裂？。 （平成26年3月 9時半頃、女性・69歳）

事故の概況

ハウス３棟があり、各棟に給水用の蛇口がある。通常はその蛇口を利用して水やりをす

る。たまたま、３月上旬は凍る日もあるので、ポンプの元栓が閉めてあった。

ハウスの中には野菜が少しずつ２棟に植えてあり、水をやろうと、すぐ横の用水に６㍑

のジョウロを持って、水を汲もうとした。しかし、水量が少なく、水が汲めないので、対

岸の法面を昇り、道路を渡りさらに向こう側の用水に降り、水を汲んだ。

ジョウロ一杯に汲んだ水を右手に持ち、再び法面を上がり、道路を渡って、法面に斜度

約30°の斜めの小道があり、そこを下った。その途中で足を滑らせ転倒。その時ジョウロ

の水を落とすまいと、転倒したので、手首を思いっきり捻った。

一日おいて受診、外見は異常がなかったが、内出血で、受傷8日目の調査時には手首が

黒ずんでいた。現在は、包帯、湿布薬で加療中。左手首挫傷、筋断裂の可能性もあり。

事故原因と対策

足は普通の長靴、朝が早く地面に霜が降りていた。また、法面を斜めに下っていたが、

小道表面にはバラスが散らばっており、バランスが取りにくかったと思われる。転倒した

場所にはバラスが無く土面であり、バランスの取り具合の替わる時点であった。

当日は、3,4回水汲みをしようとしていたが、最初の１回目の事故であった。これまで

も、このように水くみを行い、これまでは大丈夫であった。しかし、傾斜面のかすかな小

道は、歩行体勢が斜めとなりかつ、小道自身が傾斜しており、不安定にならざるを得ない。

このように、「時々

しか行わない農作業、

そして今までは大丈夫

であった」農作業であ

っても、いつかは「痛

い目に遭う」と言える。

出来れば、水中ポンプ

などを設置して、用水

に上り降りしなくても、

給水できるような工夫

が必要と考えられた。

①

①でｼﾞｮｳﾛで水を汲み、赤破線に沿って、左の向こうのﾊｳｽ
の野菜に水をやろうとして、途中の坂（②）で転倒した。

②


